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尺　度

図面番号

会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

位置図
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1：2500

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事
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1：500

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事
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会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

横断図
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1：100

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事

HPEφ150
新設上水道

H=900

HPEφ150
新設上水道

H=900



甲切管φ150 L=1.50m

既設管VPφ75

　【本設】No.0～No.13+1.7
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　【仮設】No.0-2.0～No.0+3.0

φ150 L=6.2m

※1 Dr立上げ図

GL

立上部　L=0.6m

EFソケットφ150HPE用不断水T字管φ150×φ150

フランジ蓋φ150
VP管用鋳鉄製キャップφ75 FCD仕切弁φ150

筐（仕切弁ボックス図参照）

EFフランジ短管φ150
MFジョイントφ150×φ100

HIVPφ100 L=0.3m

EFチーズφ150×φ150

HIVPエルボφ100

HIVPエルボφ100

HIVPφ100 L=0.5m

FCD仕切弁φ150

筐（仕切弁ボックス図参照）

EFフランジ短管φ150
MFジョイントφ150

HIVPφ150 L=0.5m

HIVPエルボφ150HIVPエルボφ150

HIVPφ150 L=0.7m

MFジョイントφ150

HIVPφ100 L=0.5mHIVPエルボφ100

HIVPエルボφ100HIVPφ100 L=0.3m

PE挿口付ソフトシール仕切弁φ150
筐（仕切弁ボックス図参照）

HPE用鋳鉄製キャップφ150

工事名

図面名

年月日

尺　度

図面番号

会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

配管図1
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Free

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事

既設管HPEφ150

能褒野町　HPEφ150以下
埋設深：φ50以上　H=900mm

φ25以下　H=650mm

既設管HPEφ150

本　設（No.0～+2.5） 仮　設（No.0～+2.5）

本管布設部舗装切断工　無し

仮設管布設部舗装切断工　両切
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PP継手については、耐震型とする。

　サドル分水栓については、PPユニオンソケット
　・メタルパッキン含む

PP管については、1種を使用
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　【本設】No.0～No.13+1.7

φ150 L=521.7m
φ50 L=11.1m
φ25 L=14.0m
φ20 L=1.0m
φ13 L=29.0m

HPE用サドル分水栓
φ150×20

PPφ20

L=0.5m

PVソケットφ20

既設VPφ20

HPE用サドル分水栓
φ150×φ13

PPφ13

L=4.0m

PVソケットφ13

既設VPφ13
HPE用サドル分水栓
φ150×13

PPφ13

L=0.5m

PVソケットφ13

既設VPφ13

工事名

図面名

年月日

尺　度

図面番号

会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

配管図2
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Free

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事

能褒野町　HPEφ150以下
埋設深：φ50以上　H=900mm

φ25以下　H=650mm

EF受口付直管φ150 L=5.0m×15本

※3

本　設

Ａ Ｂ

※3

本管布設部舗装切断工　無し
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PP継手については、耐震型とする。

　サドル分水栓については、PPユニオンソケット
　・メタルパッキン含む

PP管については、1種を使用
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　【本設】No.0～No.13+1.7

φ150 L=521.7m
φ50 L=11.1m
φ25 L=14.0m
φ20 L=1.0m
φ13 L=29.0m

HPE用サドル分水栓
φ150×φ13

PPφ13

L=4.0m

PVソケットφ13

既設VPφ13
HPE用サドル分水栓
φ150×13

PPφ13

L=0.5m

PVソケットφ13

既設VPφ13

工事名

図面名

年月日

尺　度

図面番号

会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

配管図3
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Free

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事

能褒野町　HPEφ150以下
埋設深：φ50以上　H=900mm

φ25以下　H=650mm

EF受口付直管φ150 L=5.0m×31本

本　設

Ｂ Ｃ

※3

本管布設部舗装切断工　無し 本管布設部舗装切断工　片切



：マーカー杭※4　給水工詳細図
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PP継手については、耐震型とする。

　サドル分水栓については、PPユニオンソケット
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PP管については、1種を使用
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※5　給水工詳細図

　【本設】No.0～No.13+1.7

φ150 L=521.7m
φ50 L=11.1m
φ25 L=14.0m
φ20 L=1.0m
φ13 L=29.0m

HPE用サドル分水栓
φ150×13

PPφ13

L=0.5m

PVソケットφ13

既設VPφ13

地下式消火栓（消火栓工法図参照）

筐（消火栓ボックス組立図参照）

埋設仕切弁φ25（おねじ付）

筐（仕切弁ボックス図参照）

HPE用サドル分水栓
φ150×φ25

PPφ25

L=9.0m

PPエルボφ25

PVエルボφ25

PPφ25

L=4.0m

PPφ25

L=1.0m

地下式消火栓（消火栓工法図参照）

筐（消火栓ボックス組立図参照）

HPE用サドル分水栓
φ150×50

PPφ50

L=0.5m

PVソケットφ50

既設VPφ50

既設管VPφ25

EFソケット
φ150

EFソケット
φ150

EFソケット
φ150

工事名

図面名

年月日

尺　度

図面番号

会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

配管図4
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Free

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事

能褒野町　HPEφ150以下
埋設深：φ50以上　H=900mm

φ25以下　H=650mm

EF受口付直管φ150 L=5.0m×29本

本　設

Ｃ Ｄ

本管布設部舗装切断工　片切



：マーカー杭

※4　給水工詳細図

PP継手については、耐震型とする。

　サドル分水栓については、PPユニオンソケット
　・メタルパッキン含む

PP管については、1種を使用
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　【本設】No.0～No.13+1.7

φ150 L=521.7m
φ50 L=11.1m
φ25 L=14.0m
φ20 L=1.0m
φ13 L=29.0m

※7 Dr立上げ図

GL

立上部　L=0.6m

HPE用サドル分水栓
φ150×13

PPφ13

L=0.5m

PVソケットφ13

既設VPφ13

HPE用サドル分水栓
φ150×φ13

PPφ13

L=2.5m

PVソケットφ13

既設VPφ13

PPφ50

L=4.0m

ソフトシール仕切弁φ50

筐（仕切弁ボックス図参照）
MFジョイントφ50×2個 PVエルボφ50

PPエルボφ50

PPφ50

L=0.5m

既設管VPφ50

HPE用サドル分水栓
φ150×φ50

EF片受45°ベンド

EF片受45°ベンド

HPE用鋳鉄製キャップφ150

EFソケットφ150

乙切管　L=1.39m

PE挿口付ソフトシール仕切弁φ150
筐（仕切弁ボックス図参照）

PPφ50

L=1.0m

PPφ50 L=0.5mPPエルボφ50

PPエルボφ50PPφ50 L=3.0m

FCD仕切弁φ50

筐（仕切弁ボックス図参照）
MFジョイントφ50×2個

PPφ50

L=1.0m

HPE用サドル分水栓
φ150×φ50

工事名

図面名

年月日

尺　度

図面番号

会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

配管図5
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Free

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事

能褒野町　HPEφ150以下
埋設深：φ50以上　H=900mm

φ25以下　H=650mm

EF受口付直管φ150 L=5.0m×26本

本　設

Ｄ

本管布設部舗装切断工　片切

※6 ※6 ※6 ※6

本管布設部舗装切断工　両切

※7



土工標準図

S=1：15
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図面名

年月日

尺　度

図面番号

会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

土工標準図
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1：15

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事
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埋戻し 掘削埋戻し 掘削

仮設　HIVPφ150
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30
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路盤工
RC-40

埋戻材
RC-40

上水道管 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
PPφ30～13

16
0

3
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1
60

布設掘削幅　W=550

上水道管　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
HPEφ150、PPφ50

1
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30
0

41
0

90
0

管明示ﾃｰﾌﾟ
※鉛直方向の設置は必要なし

布設掘削幅　W=550
表層工

再生密粒度ｱｽｺﾝ（13） 布設掘削幅　W=550

4
0

114
0～

102
0

埋戻材
砂

路盤工
RC-40

埋戻材
RC-40

1
60

30

管明示ﾃｰﾌﾟ
※鉛直方向の設置は必要なし

表層工
再生密粒度ｱｽｺﾝ（13）

40

埋戻材
砂

上水道管　硬質塩化ビニル管
HIVPφ150

10
0

30
0

4
10

90
0

管明示ﾃｰﾌﾟ
※鉛直方向の設置は必要なし

布設掘削幅　W=550
表層工

再生密粒度ｱｽｺﾝ（13） 布設掘削幅　W=550
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砂
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埋戻材
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構　造　図

仕切弁ボックス標準図

S=1：15

管種

設置年度

方向

無地

管口径

土被り

100

上水道

HPE 0.9R1

仕切弁筐（鉄蓋）参考図

S=1：15

※情報項目の数は5項目以上明示できるものとすること。

方向

設置年度

管種

土被り

管口径

100

円形1号（H=900）

円形1号（H=650）

R1

消火栓ボックス標準図

Ｈ
地下式消火栓（埋設型7.5K内外面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装）

フランジ短管φ75×150

筺（消火栓ボックス組立図参照）

耐震補修弁及びﾌﾗﾝｼﾞ補強具付（JWWA B 126)
PE挿口付フランジ鋳鉄製T字管φ150×φ75

消火栓工法図

工事名

図面名

年月日

尺　度

図面番号

会社名

事業者名 亀山市上下水道部上水道課上水道工務G

構造図
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図示

能褒野町地内（市道能褒野29号線）配水管改良工事
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7
40

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ
L=150

鉄蓋（JWWA B 132)

調整ﾘﾝｸﾞ（JWWA B 132）
RB25（K）

下部壁（JWWA K 148）
RB25（C）

底版（JWWA K 148）
RB25（P）

上部壁（JWWA K 148）
RB25（A）

5
90

4
0

3
00

50
5
0

1
50

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ
L=150

鉄蓋（JWWA B 132)

調整ﾘﾝｸﾞ（JWWA B 132）
RB25（K）

下部壁（JWWA K 148）
RB25（CA）

底版（JWWA K 148）
RB25（P）

蓋枠（JWWA B 133）
450×350-200

A部材（JWWA K 148）
450×350-200

C部材（JWWA K 148）
450×350-200

スラブ（JWWA K 148）
680×200-40


